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中津港

1. 概況

〈沿革〉
　中津港は、大分県の西北端に位置し、天然産物、工芸品等
の産出が豊富な中津市、下毛郡及び宇佐市、宇佐郡を背後地
域として、阪神・中国及び関門地区との交通の要衝として旧
藩時代より繁栄していたが、その後維持等に相当の困難を生
じ放置されてきた。しかし、戦後の急激な経済発展により工
場の進出が相次ぎ、港湾整備の要請が強くなり、既存の工場
群及び新たな企業の進出による原材料・製品の入出荷、背後
よりの農産品の移出及び建設資材等による物資量の増大に対
処するため、昭和34年6月の地方港湾指定以降、近代的な港
湾整備に着手し、平成7年までに田尻地区において水深3.5m
物揚場120m、水深5.5m岸壁3バース、水深7.5m岸壁2バー
スが完成した。
　その後、中津港周辺において自動車関連産業等の新規立地
が計画され、新たな外貿貨物の取り扱いとともに、背後の道
路体系の整備進展により、国際・国内海上輸送ネットワーク
の拠点として発展することが期待されたため、平成11年6月
には全国で13年ぶりの重要港湾昇格を果たした。
　平成11年11月には港湾計画を改訂し、輸送機械、その他
機械、林産品等の外内貿貨物及び内貿ユニットロード貨物を

取り扱う公共埠頭計画を策定。この計画に基づき、水深11m
岸壁等の多目的国際ターミナルの整備を国直轄事業で実施
し、平成16年9月には、水深11m岸壁1バース、水深8m岸
壁1バースが供用を開始した。これらの公共埠頭の整備と同
年12月に操業を開始した自動車関連産業等による新規貨物
の取扱により、中津港の貨物量は急増し、平成19年には約
440万トンとなり、平成15年の約50万トンと比較して9倍も
の伸びを記録した。また、平成19年には国際船舶・港湾保安
法に基づくSOLAS対応設備が整い、平成21年には関税法に
基づく開港に指定されるなど、外貿物流機能も着実に強化さ
れてきた。
　また、中津港の背後地には物流企業の進出が続くとともに、
平成26年からは日田等の県北地域で伐採された原木が中津
港から輸出、移出されるという取り組みも始まり、中津港を
核とした広域の物流体系が構築されようとしている。
　このような中、中津港の背後圏では東九州自動車道や地域
高規格道路中津日田道路などの広域交通ネットワークの整備
が急速に進み、平成27年3月には中津日田道路を経て東九州
自動車道に直結する臨港道路中津港線が完成、平成28年4月
には東九州自動車道の北九州市～宮崎市が直結し、中津港は
大分県北地域の流通の拠点として、さらに重要な機能を果た
すことが期待されている。
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2. 港勢

外貿コンテナ貨物取扱量 乗降人員

項目 フレートトン
TEU 合計 乗込人員 上陸人員

実入り 空コン 外国航路
輸出 内国航路 750 389 361
輸入 計 750 389 361

海上出入貨物
品種

項目
合計 農水産品 林産品 鉱産品 金属機械工業品

トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％
輸出 64,300 100.0 39,000 60.7
輸入 192,482 100.0 189,132 98.3 3,350 1.7
計 256,782 100.0 228,132 88.8 3,350 1.3

移出 2,178,161 100.0 17,892 0.8 389,400 17.9 1,767,280 81.1

移入 1,164,276 100.0 141,279 12.1 730,317 62.7 291,880 25.1

計 3,342,437 100.0 159,171 4.8 1,119,717 33.5 2,059,160 61.6
合計 3,599,219 100.0 387,303 10.8 1,123,067 31.2 2,059,160 57.2

品種
項目

化学工業品 軽工業品 雑工業品 特殊品 分類不能のもの
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

輸出 25,300 39.3
輸入
計 25,300 9.9

移出 3,589 0.2

移入 800 0.1

計 800 0.0 3,589 0.1
合計 800 0.0 28,889 0.8

入港船舶
トン数

別
種別

合計 30,000総トン以上 10,000総トン以上 
30,000総トン未満

6,000総トン以上 
10,000総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 50 315,279 18 228,564 2 19,730
内航商船 869 3,537,347 188 2,431,253
自　　航
そ  の  他 246 453,216
合　　計 1,165 4,305,842 206 2,659,817 2 19,730

トン数
別

種別

3,000総トン以上 
6,000総トン未満

1,000総トン以上 
3,000総トン未満

500総トン以上 
1,000総トン未満

5総トン以上 
500総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 26 62,997 4 3,988
内航商船 258 829,212 25 64,466 100 74,211 298 138,205
自　　航
そ  の  他 75 282,596 94 141,933 22 17,985 55 10,702
合　　計 333 1,111,808 145 269,396 126 96,184 353 148,907

最大入港船舶のトン数　　総トン（喫水　　m）
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3. 港湾施設

区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t）

基
数

棟
数

使用
面積

（㎡）
田 尻 地 区 –5 . 5 m 岸 壁 5.5 270 2,000 3 砂、砂利

–7 . 5 m 岸 壁 7.5 260 5,000 2 原木、薪炭
–8 . 0 m 岸 壁 8.0 200 6,000 1 完成自動車
–1 1 . 0 m 岸 壁  11.0 260 25,000GT 1 〃

保　　管　　施　　設
区　　　　分 棟数 面積・容量

野積場
（砂利･砂･石材他） – 44,330㎡
（原木） – 30,586㎡
（水産品） – 39,074㎡
（鉄鋼・その他） – 3,615㎡
普通倉庫
　1～3類倉庫 – 4,084㎡
　危険品倉庫 – –
　野積倉庫 – –
　貯蔵倉庫（サイロ） – –
冷蔵倉庫 – –
水面倉庫（貯木場） – –

泊　　　　　　　　地
区　　分 水深（m） 面　積（㎡）

錨泊地
　　（田尻地区）

–2.0
～ –7.5

366,990

はしけ溜 – –
木材投下泊地 – –
危険物泊地 – –

港　湾　関　連　施　設
名　　称 延床面積（㎡）

– –

臨　港　交　通　施　設
名　　称 総延長（m）

臨港道路 3,616ｍ
新交通・鉄道 –
ヘリポート –

5. マリーナ
区　　分

名称など

施　設　規　模 収　　容　　能　　力
上下

架施設
（能力、

基数）

泊
地
水
深

（m）

開設
年度 関連施設陸域

（㎡）
水域

（㎡）
防波堤
延長

（m）
合計

（隻分）

陸上保管 水面保管
ボート
ヤード

（隻分）
艇庫

（隻分）
浮桟橋

（隻分）
固定
桟橋

（隻分）
中津マリーナ

中津市田尻中津港
☎0979–32–5239

– – – 50 
50 

– – – クラブハウス
マリンショップ
修理ヤード
駐車場

8. ポートサービス
水先

水　　先　　区 水　先　人　会　事　務　所　所　在　地 電話番号 会員数
内海水先区先人会門司支部 〒801–0853　北九州市門司区東港町6–7（支部） 093–332–7193 129

6. 緑地
該当なし

4. コンテナターミナルの概要
該当なし

7. 基地港湾
該当なし
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9. 関係出先官公署
名　　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号

福岡入国管理局大分港出張所 〒870–8521　大分市荷揚町7–5 大分法務総合庁舎1階 097–536–5006
大分税関支署 〒807–0107　大分市大字海原字地浜916–5（大分港湾合同庁舎内） 097–521–2691
福岡検疫所大分・佐賀関出張所 〒807–0107　大分市大字海原字地浜916–5（大分港湾合同庁舎内） 097–521–2394
門司植物防疫所 〒801–0841　北九州市門司区西海岸1–3–10（門司港湾合同庁舎内） 093–321–1404
動物検疫所門司支所 〒801–0841　北九州市門司区西海岸1–3–10（門司港湾合同庁舎内） 093–321–1116
大分県中津土木事務所 〒871–0024　中津市中央町1–5–16 0979–22–2110
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